
PROJECT

HOME > 2016 PROJECT ARCHIVE > XSCHOOL >
ここから新たなスタートへ　XSCHOOL最終発表会@福井 〜前編〜

PROJECT  make.f  LAB

ここから新たなスタートへ　
XSCHOOL最終発表会@福井 〜
前編〜
2016年11月から120日間にわたってプログラムを進めてきた

XSCHOOLは、いよいよ福井での最終発表会を迎えました。一足早く2

月に開催された「XSCHOOL発表会/東京」では多くの方にご来場いた

だき、手応えを感じたXSCHOOLメンバーたち。福井で行われる最終

発表会までの約20日間も歩みを止めることなく、より良い事業アイデ

アに向けて走り続けていました。

2017年３月11日、ついにこの日がやってきました。
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福井新聞社風の森ホールでは、発表会に向けて朝から準備が進められ

ています。

 

▲朝早い時間からXSCHOOLメンバーが集まってきました。

 

▲ギリギリまで打ち合わせを重ねています。
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▲メンバーの様子が気になって思わず覗き込む講師の原田祐馬さん。

 

東京発表会と同様、この最終発表会でも受講生24名8チームが順番に

プレゼンテーションを行い、会場内には各チームが120日間かけて生

み出したプロジェクトの企画書やプロトタイプ（試作品）が展示され

ます。
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▲東京発表会に比べ会場の広さも2倍以上！　講師たちのマイクチェッ

クにも余念がありません。

 

▲これまで走り続けてきた120日間を胸に、全員で気合いを入れまし

た。

 

受付開始とともに、来場者が続々と会場に詰めかけます。
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▲早速展示コーナーに人だかりができています。

 

▲あっという間に会場の席も埋まり、急遽席を追加する場面も。

 

会場内に程良い緊張感が漂うなか、XSCHOOL最終発表会がスタート

しました！

C
O

N
TAC

T

http://#


開会に先立ち、まずは福井市を代表して山田副市長よりご挨拶をいた

だきました。

「全国で地方創生と言われていますが、福井市では既存の枠組みを超

え、新しい視点や活力を持った人がこれからもっと必要になると考え

ています。これまでにない試みで注目を集めているXSCHOOL。来年

度もぜひ継続したいと思っています。今年度の集大成であるこの発表

会が、来年度の足がかりとして新たな出会いと発見の場になることを

期待しています」

副市長の力強いエールに気持ちを引き締め、いよいよ8チームのプレゼ

ンテーションが始まります！

毎日を探検に変える「こよみッション」
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Webメディアの編集長・加藤洋さん、PR業務に携わる中川奈保さん、

大学生の蝦名豪紀さんのチームが考えたのは「こよみッション」とい

うアイデア。

 

「冬眠中の生き物を探そう」「早起きして日の出を見よう」「史上最高

の変顔を開発しよう」など、自然、科学、歴史、社会に関する指令が

１日１つ書かれた日めくりカレンダーです。

 

パートナー企業「株式会社にしばた」が長年大切にし続けてきた

「暦」。世の中が便利になることで、こぼれ落ちてしまった暦の役割を

もう一度見つめ直したいという想いから生まれました。
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動画を使いながら「こよみッション」のイメージをわかりやすく伝え

ていきます。

 

「こよみッション」はクラウドファンディングを通して多くの支援を

募り、実現に向けて動き出していきます。みなさん、応援どうぞよろ

しくお願いします！

日本中に溢れる民話に着目した「絵巻弁当」
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プロダクトデザイナーの森敏郎さん、グラフィックデザイナーの室谷

かおりさん、金融機関に務める田中綱紀さんのチームが考えたのは各

土地に伝わる民話をもとにしたプロダクト。

 

実用新案登録出願準備中のため、発表会に参加した方だけに内容が伝

えられました。まずは福井から、そして全国各地に伝わる民話とどの
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ようにコラボレーションしていくか、期待が高まります！

▲これからの展開をどうぞお楽しみに！

やわらかい光で子どもたちに寄り添う
「TSUGUMI」
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建築家の田中宏幸さん、デザイナーの高橋めぐみさん、金融機関に勤

める倉員豪さんは、パートナー企業「株式会社廣部硬器」の蓄光技術

に着目し、子どもの安全を見守るプロダクトを考えました。

 

蓄光が持つ特性は、その名の通り「明るいところで光を蓄え、暗闇で

放つ」というもの。

これまで多くの公共空間で取り入れられてきた廣部硬器の技術を用い

て、子どもたちも手に取りやすい親しみのあるデザインにこだわりま

した。
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▲福井県の鳥「つぐみ」をモチーフにしました。

 

▲ゲストのドミニク・チェンさんも発光具合を確かめています。

今後はさらに改良を重ね、福井市内の神社などで販売を検討していく

とのこと。

福井の技術で福井の子どもたちを見守る新しいプロダクトの誕生に期

待が高まります。

旅の待ち時間が楽しむ時間に変わる「あさひるば
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んじょう」

コミュニティデザイナーの青木優莉さん、建築家の木村慎弥さん、会

社員の玉村交市さんは、多くの人が行き交う駅のホームに着目。パー

トナー企業である「株式会社番匠本店」とともにJR福井駅のホームを

小さな食堂に変えるアイデアを発表しました。
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駅のホームでの「待ち時間」が「楽しむ時間」に変われば……。何よ

りも3人が楽しみながらこれまでアイデアを考えてきました。

 

「株式会社番匠本店」がこれまで培ってきたお弁当・惣菜づくりのノ

ウハウを活かし、まずは福井から、そしてゆくゆくは全国の駅に「ホ

ーム食堂」が生まれていくビジョンを持っています。

 

濃密なコミュニケーションの場、「おふくわけ」
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Webメディアの編集長・瀬尾陽さん、元金融機関勤務の篠崎健治さ

ん、デザイナーの吉鶴かのこさんは、“誰かの溢れ出る『好き』に触れ

る濃密なコミュニケーションの場”「おふくわけ」を考えました。

 

思わず聞いてみたくなるようなエピソードを持つ人をゲストに招き、

福井駅近くの元スナックで「リアルな出会いの場」となるトークイベ

ントを開催。そして、そのイベントをアーカイブするメディアも立ち

上げ、広く発信していきます。
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▲プレゼンでは「おふくわけ」の舞台となる元スナックのカウンター

も再現！

 

「とりあえずやってみれば」とビルのオーナーに背中を押されたこと

で、事前に2度のトライアルイベントを開催をしました。評判は上々！　

今後も試行錯誤を重ねながら継続していきます。

 

思わずひっくり返したくなる「Sakasu Deli」
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工業デザイナーの鈴木康洋さん、アートコーディネーターの下野文歌

さん、デザイナーの西原英里さんは、「お弁当がひっくり返ってしま

う」という普通なら悲しい出来事が、思わず嬉しくなってしまうよう

なお弁当を考えました。

ひっくり返してワンプッシュで美しく盛りつけができる、“見て楽しい

食べて楽しい”お弁当です。
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コンビニのお弁当や味気ない、でもお皿に盛り付けるのも面倒、とい

う実体験をもとに、お弁当をひっくり返す発想に変えました。

ひっくり返す動作が楽しい、持ち運びによる中身の崩れが防止でき

る、彩りがきれいなど、まさにいいことづくめ。

今後、メニューによってはサラダやスイーツにも商品を展開できそう

です。

▲ゲストのお二人も「Sakasu Deli」をひっくり返したり底から覗き

込んでみたり……新しいタイプのお弁当に興味津々の様子。
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誰かの習慣を知ることで自分の習慣にも気づく
「My numbers」

デザイナーの加藤正基さん、保育士の堀井慎太郎さん、グラフィック

デザイナーの岸木麻理子さんは、パートナー企業「株式会社にしばた」

がこれまで大切にしてきた暦と自分の習慣との関係を探っていまし

た。

 

そこで考え出したのは、周期や習慣を使ったカードゲーム「My

numbers」。「マイナンバーをねらえ！」「やる？やらない？習慣仲間

さがし」「フラッシュ」など3つの遊び方でほかの人と自分との習慣の

違いを感じ、生活改善やライフハックのきっかけになる新しい視点を

育んていきます。
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毎日の生活のなかで無意識に行っている習慣にあえて光を当ててみ

る、3人ならではのアイデアでした。

食のバリアフリーを実現する「FOODIST
INFORMATION」
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NPO支援に携わりながら福井へのUターンを考えている黒川照太さ

ん、デザイナーの山岡宏輔さん、企業の事業開発に携わる福山秀仁さ

んは、宗教や言語、病気による「食のバリア」を取り除きたいと、食

べ物の食品表示に着目しました。

 

食に対してバリアがある人（食のマイノリティ）は意外と身近にいま

す。実際にチームには「食のマイノリティ」に当てはまるメンバーも

います。「食のバリアフリー」を目指し誰もが安心して食べられる社会

を実現するため、オンライン上に食品情報を共有するプラットフォー

ムを作り、企業を巻き込んだ仕組みを考えました。
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まずは今後増加が見込まれる訪日観光客をターゲットに、「インバウン

ド駅弁」を進めていく予定です。

後編に続きます！

（text：石原藍　photo：片岡杏子）
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ここから新たなスタートへ　XSCHOOL最終発表会
@福井 〜後編〜

XSCHOOL最終発表会は8チームのプレゼンテーションが終了しまし
た。講師やゲストたちはどのように感じたのでしょうか？後編はトー
クセッションが行われました。 トークセッ…
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XSCHOOL発表会＠東京で見えた、新たな「地域 x
デザイン」の可能性

2016年11月から約4ヶ月間にわたってプログラムを走らせてきた
XSCHOOL。受講生24名8チームが地域と関わりながら編み出した事
業は、ついにお披露目の場を迎えました…

東京に続いて福井でも。3月11日（土）は、
『XSCHOOL 発表会/福井 -福井からはじまる、小
さなデザインの教室より-』＠福井新聞社風の森ホ
ールへ！

広義の"デザイン"の力を生かした新たなもの・こと・仕事を共創す

C
O

N
TAC

T

http://#
http://#
http://#


PROJECT  XSCHOOL

MORE >

PROJECT  XSCHOOL

MORE >

発表会を控えて総仕上げ！〜第五回ワークショッ
プ〜

11月から始まったXSCHOOLのワークショップも、福井で行われるの
は最後となりました。東京、大阪、福井と住む場所も職能もまったく
異なる参加者たちがチームになって生み出…

アイデアから事業へ。実現に向けて動き出した第四
回ワークショップ

「このアイデアいいかも！」と思いつくことはありませんか？でも、
それを事業にするには何から始めたらいいのかわからない……という
方も多いと思います。 XSCHOOL4回目の…

C
O

N
TAC

T

http://#
http://#
http://#


PROJECT  XSCHOOL

MORE >

PROJECT  XSCHOOL

MORE >

『XSCHOOL 発表会/東京 -福井からはじまる、小
さなデザインの教室より-』開催決定。 2月19日
（日）は東京ミッドタウン・デザインハブへ！

広義の"デザイン"の力を生かした新たなもの・こと・仕事を共創す
る、小さな小さな教室 XSCHOOL では、“革新を続ける伝統のものづ

「地域を編み、育てる事業をつくる」トークイベン
トレポート〜第三回ワークショップ〜

XSCHOOL第三回ワークショップでは、福井と福岡・八女で活躍する3
人のゲストをお呼びし、トークイベントを開催しました。地域に根づ
く魅力的なもの・こと・文化を活かしなが…
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自分自身と向き合い、悩んで迷って考える第二回ワ
ークショップ

前回のワークショップでは、3日間かけて福井のまちや人、そしてパー
トナー企業のことを知った参加者たち。これからともにするチームの
メンバーも決まり、それぞれいつもの生活に戻…

XSCHOOL始動！盛りだくさんの第一回ワークショ
ップ 〜3日目編〜

2日間、パートナー企業や夜のまちを巡ったことで、福井のまちが少し
ずつ身近になっていった参加者たち。早朝からスタートしたワークシ
ョップ最終日では、スペシャルゲストに登場し…
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XSCHOOL始動！盛りだくさんの第一回ワークショ
ップ 〜2日目編〜

「XSCHOOL」第一回ワークショップの2日目。パートナー企業のリサ
ーチを終えて、これから4ヶ月間をともにするチーム分けが発表されま
した！職業も境遇も違う参加者たちがお…

XSCHOOL始動！盛りだくさんの第一回ワークショ
ップ 〜初日編〜

福井を舞台に、事業創造マインドを備えた新たなデザイナー・事業家
を育む小さな教室「XSCHOOL」がついに始まりました！東京・大
阪・福井から24名の参加者が福井に集結し、…
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XSCHOOLがはじまる前のこと：株式会社廣部硬器
編

2016年の夏、私たちはこれから始まる「XSCHOOL」に向けて、福井
市内のとある3つの企業を訪れていました。業界も扱う商材もまったく
異なりますが、それぞれ“革新を続け…

XSCHOOLがはじまる前のこと：株式会社番匠本店
編

2016年の夏、私たちはこれから始まる「XSCHOOL」に向けて、福井
市内のとある3つの企業を訪れていました。業界も扱う商材もまったく
異なりますが、それぞれ“革新を続け…

C
O

N
TAC

T

http://#
http://#
http://#


さらに読み込む
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XSCHOOLがはじまる前のこと：株式会社にしばた
編

2016年の夏、私たちはこれから始まる「XSCHOOL」に向けて、福井
市内のとある3つの企業を訪れていました。業界も扱う商材もまったく
異なりますが、それぞれ“革新を続け…

事業名 福井とつながる対流拡大事業  主宰 福井市
協力
国立大学法人 福井大学 産学官連携本部、公立大学法人 福井県立大学 地域連携本部、株
式会社福井銀行、株式会社福井新聞社
運営 株式会社福井新聞社、株式会社デザインスタジオ・ビネン
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